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、

仲
鋼
工
業
に

お
り
る
中
小
工
業

田

杉

競

昭
和
二
十
三
年
夏
草
仲
暇
を
利
問

L
て
、
商
工
省
関
査
結
計
周
の
援
助
の
も
正
巨
木
畢
郡
大
串
院
事
生
t
b
吋
げ
に
畢
生
約
十
名
子
と
も
陀
京
都
、

大
阪
の
伸
鋼
工
書
調
査
を
行
っ
た
。
乙
れ

E
某
礎
と
し
て
長
園
仲
鋼
業
に
闘
す
る
養
料
を
補
足
し
た
報
骨
害
の
一
部
を
と
と
忙
護
表
す
る
。

一
調
査
の
目
的
と
封
象

本
調
査
は
中
小
工
業
。
戦
後
に
-
K
け
る
経
営
賀
態
E
把
握
し
、
そ
と
に
伏
存
す
る
持
問
題
を
明
ち
か
に
す
る
乙
と
を
目
的
と
し
た
。

H
ポ
経
隣
白
復
興
に
あ
た
り
中
小
工
業
の
も
つ
意
義
に
つ
い
て
は
ご
う
の
見
方
が
あ
ち
敗
戦
後
白
日
本
の
お
か
れ
て
い
る
特
殊
な
事

島

E

情
か
ら
企
業
の
上
に
、
課
せ
ら
れ
亡
ゐ
る
制
約
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、
経
済
復
興
の
捲
営
者
は
許
さ
れ
る
限
b
合
理
化
さ
れ
た
大

企
業
で
な
く
て
は
・
な
ら
ぬ
と
す
る
見
方
と
、
今
日
「
の
縮
小
せ
る
原
料
費
源
と
市
場

E
基
盤
占
す
る
限
り
む
し
ろ
中
小
工
業
の
方
が
興
え

ιれ
た
傑
件
に
適
合
し
た
艇
管
規
模
を
も
ち
、
従
っ
て
白
木
一
粧
梼
の
な
か
で
重
要
在
地
位
を
ト
門
め
忍
べ
き
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
0

3

1

 

戦
後
か
え
G

て
増
加
廿
る
人
口
白
吸
収
を
闘
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
と
い
う
震
傭
政
策
の
面
か
ら
は
後
の
見
解
忙
一
つ
の
支
牲
が
喫
え

ιれが
Q

で
あ
ろ
う
。
し
か
じ
い
づ
れ
の
見
方
を
と
る
に
せ
よ
、
過
去
の
日
v

本
む
中
小
工
業
が
多
ぐ
の
不
令
理
な
も
の
を
包
蔵
し
て
い
た
E
と
を

否
定
十
一
る
人
は
な
い
。
戦
後
の
中
小
工
業
は
さ
ま
ざ
ま
の
苦
難
を
な
め
9

0
も
か
左
り
荷
潜
在
活
動
を
一
耳
し
て
い

Z
。
わ
れ
わ
れ
は
立

伸
鋼
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第
六
十
三
巷

第
一
、
ニ
暁
，

、.

.、



て

伸
鋼市

エ
業
に F

拘 1

け d

る
中
小
工
業

/ 

第
六
十
=
一
巻

第
一
、
ニ
競

入
っ
て
経
営
の
賓
態
を
知

p
、
改
善
さ
る
べ
き
諮
問
題
の
所
在
す
る
と
と
ろ
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
中
小
工
業
が

経
済
復
興
の
携
賞
者
主
じ
て
の
義
格
を
具
え
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
解
答
を
興
え
る
何
等
か
の
者
料
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

司
調
査
謝
象
と
し
て
伸
銅
-T
業
と
い
う
重
工
業
部
門
恒
三
弐
製
品
を
生
産
F
5業
種
主
選
び
、
京
都
市
島
よ
び
近
郊
に
あ
る
二
十
数
枇

'
と
大
限
市
に
あ
る
工
場
中
十
五
枇
に
つ
い
て
賓
地
調
査
を
行
っ
た
。
各
祉
に
塑
在
票
主
配
布
し
、
皐
生
数
名
が
聞
き
と
っ
た
事
項
左
記

入
す
る

D
E原
則
と

t
た
。
苫
ち
に
と
の
賀
態
調
径
百
結
果
主
基
礎
と
し
、
一

h
関
東
地
方
白
放
工
場
の
費
地
調
査
と
、
他
方
白
木
伸

銅
協
合
の
杢
図
的
資
料
占
を
も
っ
て
と
砕
を
補
足
し
史
。
日
本
D
伸
鋼
業
全
般
を
も
概
観
し
て
ど
る
金
園
的
視
野
の
な
か
に
沿
い
て

l

-

京
阪
地
方
の
中
小
伸
鋼
工
場

E
抱
え
よ
う
と

L
た
の
で
あ
る
。

J
t

伸
鋼
工
業
の
名
は
必
宇
し
も
一
般
の
一
時
に
親
し
ま
れ

τ
い
な
い
。
と
と
で
ま
づ
伸
銅
工
業
な
る
も
の
の
内
容
を
素
描
す
る
と
と
が
便

一
一
言
で
い
え
ば
伸
鋼
工
業
と
は
銅
宕

A
d銅
合
金
(
費
鋼
、
育
鋼
、
そ
の
地
時
時
銅
骨
壷
)

出
官
と
思
わ
れ
る
。

の
座
延
を
行
弓
産
業
で
あ
る
。

そ
の
主
要
左
特
徴
を
あ
げ
れ
ば
女
の
ご
と
く
で
あ
る
。

鋳
遁
に
よ
っ
て
得
ち
れ
る
鋼
ま
た
は
鋼
合
金
白
素
材
を
古
ど
は
槌
で
う
っ
て
延
ば
し
た
が
、
今
日
で
は
機
械
的
に
歴
延
、
押
問
、

伸
張
左
ど
白
方
法
で
所
要
白
形
扶
陀
す
呂
、
い

b
ゆ
る
一
一
衣
製
品
工
業
で
あ
る
。
そ
し
て
錆
迭
に
よ
っ
て
直
護
使
用
可
能
た
製
品
を
得

る
銅
烏
よ
び
銅
合
金
鋳
遣
業
と
と
と
な
り
、
製
品
は
沿
う
む
ね
素
材
た
る
性
質
を
も
ち
更
に
加
工
さ
れ
て
は
じ
め
て
一
定
の
用
途
に
適

す
る
も
の
と
た
る
。

製
品
の
形
肢
は
大
別
し
て
板
、
保
、
管
、
棒
烏
よ
び
様
で
あ
る
が
、
直
接
消
費
財
た
る
と
と
は
稀
で
あ
り
、
柔
軟
性
、
耐
贈
耗

壮
な
ど
の
特
徴
か

ι機
械
部
品
、
臨
時
は
兵
器
部
品
、
と
〈
に
薬
爽
、
金
に
似
た
色
揮
を
も
っ
耕
、
耐
錆
性
左
ど
の
恥
か
ら
建
築
用
品
、

生
活
用
品
企
動
件
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
用
品
躍
は
と
白
よ
う
に
極
め
て
庚
汎
に
わ
た
り
、
素
材
也
質
も
純
度
の
高
い
も
や

hι
粗
雑
左

ι
F
 



組
成
白
も
の
ま
で
種
々
あ
一
る
。
し
た
が
っ
て
と
白
産
業
の
純
繕
同
規
模
は
大
小
直
々
で
あ
り
、
数
何
の
形
状
白
も
白
を
粂
時
国
ず
る
も
白
も

多
い
巴
ま
た
素
材
の
牛
産
業
で
あ
る
が
、
多
岐
に
'
わ
た
る
加
工
部
門
を
粂
営
す
る
経
F

情
的
理
由
に
と
ぼ
し
く
、
時
計
、
電
機
長
ど
山
少
数

の
例
外
を
の
忍
音
、
下
。
加
工
段
階
と
の
垂
直
的
結
合
は
少
い
。

主
原
料
と
し
て
は
銅
と
車
鉛
、
少
量
の
錫
、
鉛
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

一
ッ
ケ
ル
危

E
E
使
川
す
る
が

と
4
に
多
且
毘
の
銅
を
使

用
す
る
。
銅
鏑
業
ま
た
は
銅
精
錬
業
、
者
土
び
亜
鉛
精
錬
業
の
加
工
段
階
と
し
て
上
か
ら
白
意
直
的
結
合
は
少
数
な
が
ら
大
企
業
に
見

ら
れ
る
。
し
が
し
左
が
ら
特
定
用
途
白
も
白
を
除
き
一
、
電
気
錦
、
電
気
亜
鉛
、
蒸
岬
同
盟
鉛
白
ご
と
き
新
素
材
主

P
も
、
多
く
故
銅
、
故

亜
鉛
を
使
用
す
る
と
と
が
可
能
で
あ
る
か
ら
、
か
え
っ
て
故
銅
の
蒐
荷
販
寅
に
営
る
商
業
部
門
‘
す
左

b
ち
地
金
尚
と
の
関
聯
が
深
い
。

国
銅
線
の
う
ち
電
線
は
倖
噂
寧
の
関
係
か
ら
ほ
と
ん

E
電
気
銅
白
み
を
も
っ
て
封
建
し
司
高
反
目
技
術
を
要
す
る
の
み
左
ら
歩
、

被
覆
白
ご
と
き
特
殊
の
加
工
を
行
う
部
分
が
少
く
な
い
。
ま
た
そ
D
市
場
は
比
較
的
大
畳
D
需
要
を
も
っ
た
底
汎
な
市
場
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
鋼
白
伸
線
と
い
う
技
術
屈
に
沿
い
て
共
通
性
は
あ
る
に
か
か
わ
ら
や
、
少
数
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
伸
鋼
工
業
と
電
線
製
遺
業

と
は
分
離
し
て
い
る
。

柔
軟
性
を
も
っ
非
銭
金
属
と
し
て
鍋
島
上
び
銅
合
金
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
長
よ
び
ア
ル
ミ
コ
ウ
ム
合
金
と
共
通
性
を
も
っ
ゆ
え
陀
、

軽
金
属
医
翠
荒
と
の
関
聯
は
ふ
か
〈
、
座
延
設
備
の
主
要
左
も
白
は
共
用
、
持
換
で
き
る
。
伸
銅
工
業
が
こ
れ
を
兼
営
し
、
あ
る
い
は

仲
銅
技
術
を
も
っ
て
と
れ
陀
進
附
し
た
例
ほ
多
い
。
戦
時
中
に
純
金
履
歴
逗
業
と
し
亡
帯
一
足
し
た
も
の
が
、
戦
後
重
貼
を
仲
銅
陀
移
し

-

均
も
の
も
あ
る
。
た
だ
前
述
の
ぜ
と
〈
仲
鋼
工
業
陀
告
い
て
は
加
工
部
門
由
無
品
目
が
少
い
白
に
反
し
て
、
軽
金
属
医
延
業
の
場
合
に
は

用
品
世
が
比
較
的
限
ち
れ
て
い
る
た
め
加
工
部
門
宏
指
替
が
か
な
り
見
ち
れ
る
の
は
.
釣
内
的
で
あ
る
。

拙
稿
、
鯉
済
再
建
主
申
小
工
業
(
経
替
閥
単
論
集
第
十
七
集
)
参
照

註
1 

“ 

亙

伸
嗣
工
業
民
有
け
る
申
小
工
業

第
占
ハ
十
三
品
世

第
一
、
ニ
披



"' 

悼
銅
工
業
K
布
け
る
中
小
工
業

第
六
十
=
一
審

四

第
一
》
二
部

四

， 

窃

ェ
、
伸
鋼
工
業
の
概
観

s 

ヱ

場

教

て
全
園
に
一

O
八
枇
、

-

仲
銅
工
場
白
ほ
と
ん
ど
全
部
を
包
括
し
て
い
る
日
本
仲
銅
協
舎
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
終
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
一
月
に
沿
い

と
の
う
ち
七
一
工
場
が
操
業
し
六
七
工
場
が
操
業
主
中
止
し
て
い
た
。
そ
の
後
世
数
、

一
八
六
社
、
ニ

O
六
工
場
、
う
ち
二

O
①
工
場
が
操
業
し
て
い

一
三
八
工
場
が
容
し
、

操
業
工
場
数
と
も
に
増
加
白
一
塗
を
た

E
り
、
現
在
三
十
J

一
年
六
月
)

る
戦
時
中
は
軍
需
由
要
古
刊
に
よ
っ
て
大
企
業
の
披
張
が
行
わ
れ
た
一
方
、
中
小
企
業
D
整
備
が
強
行
さ
れ
、
ま
た
工
場
の
多
く
が
都
市

に
集
中
し
て
い
た
た
め
戦
災
を
と
う

b
o
た
も
の
が
少
く
な
い
。
戦
時
中
に
企
業
整
備
に
か
か
っ
た
設
備
を
復
話
利
用
じ
た
も
の
、
臨
柏

市
火
設
備
を
復
欝
し
て
操
業
を
再
開
し
た
も
の
在
主
に
上
担
、
操
業
工
場
が
急
速
に
増
加
し
た
む
は
と
の
産
業
の
括
仰
を
物
語
る
も
む
で

あ
る
。最

近
二
ヶ
年
半
に
九
百
け
る
工
場
数
回
増
加
の
あ
と
は
次
表
の
ご
と
く
で
あ
一
る
。

地

理

的

分

布

-一仲鋼
工
業
は
き
わ
め
て
著
し
い
地
域
的
集
中
を
一
方
し
、
関
東
信
越
地
置
と
近
畿
地
阪
で
金
工
場
の
大
部
分
を
し
め
て
い
る
の
前
者
が
叶

九
八
工
場
、
後
岩
が
丸
一
丁
場
、
そ
白
他
白
地
肢
は
-
七
工
場
に
す
ぎ
な
い
。
地
直
内
の
集
中
欣
侃
を
み
る
に
‘
巨
大
ユ
場
た
る
古
河

電
工
白
日
光
、
岡
市
崎
、
扶
桑
金
属
の
名
古
屋
(
職
担
前
ば
大
阪
)
、
神
戸
製
鋼
白
門
司
、
長
府
は
必
中
し
も
集
中
地
域
に
注
い
が
、
関
東
信

越
地
院
内
で
は
東
京
都
門
会
よ
び
近
郊
む
埼
玉
撚
朝
霞
、
近
晶
明
地
直
内
で
付
仲
銅
工
業
の
時
四
帯
地
た
る
京
都
市
内
治
よ
び
大
阪
市
内
と
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142 

158 

]5~ 

169， 

166 

186 

205 

205 

207 

206 

と
白
怪
か
洋
食
器
の
産
地
た
る
新
潟

賑
燕
町
、
時
計
工
業
そ
の
他
機
械
工
業
D
一
中
心
た
る
名
古
田
問
、
阪
神
聞
に
も
あ
る
程
度

の

集

中

が

見

ら

れ

る

。

一

近
畿
地
院
に
ゐ
げ
る
伸
鋼
工
場
数
は
昭
和
三
十
三
年
七
月
に
七
八
、
を
r
闘
の
四
O
%
に

、
計

そ
白
近
郊
と
に
特
に
著
し
い
工
場
の
集
中
を
示

L
、

ヱ

官員数操業工場未操業
工場

月1

3詰

2:3. 

2R 

19 

12 

17 

15 

7 

6 

営
り
、
そ
の
う
ち
大
阪
地
国
四
六
、
京
都
…
地
区
二
四
、
兵
庫
地
区
八
九
」
い
う
分
布
を
一
市
し

但

油

田

4
訂
日
開
叫
曲
ー
一
O

3

1

1

1

1

1

1

2

2

 

重量場

℃
い
る
。
京
一
部
位
仲
鋼
工
業
に
沿
い
て
最
も
+
円
い
回
世
更
を
も
っ
ヌ
い
る
け
れ
ど
も
、
近
代

2

8

9

9

3

3

5

5

7

6

的
技
術
白
轍
入
は
む
し
ろ
大
阪
に
早
ふ
見

ιれ
、
そ
の
後
も
え
阪
の
産
業
的
殻
展
に
作
い
a

1

2

2

3

4

6

8

8

8

8

 

1

1

1

I

1

1

1

1

1

1

多
く
の
工
場
が
設
立
せ
ら
れ
た
。

3

6

9

U

U

6

9

U

H

6

非
銭
金
属
部
門
に
キ
け
る
仲
銅
正
常
宮
地
位
を
大
阪
商
工
局
管
下
に

q
い
て
見
る
。

刑

制

引

非

繊

金

属

工

場

は

昭

和

二

十

三

年

七

月

現

在

に

沿

い

て

七

北

四

、

そ

の

う

ち

伸

鋼

工

場

，

は
一
O
八
、
す
な
わ
ち
一
三
・
五
%
で
あ
り
、
工
場
数
で
は
第
二
一
位
に
あ
る
が
、
鍍
金
、
非
繊
釘
の
零
細
規
模
多
き
に
比
し
J
L

、
資
質

的
に
は
電
線
、
際
金
属
摩
延
と
共
に
大
き
な
比
重
を
も
ク
て
い
る
。
弐
表
ば
費
材
剖
笛
を
う
け
る
工
場
数
に
よ
っ
て
作
成
し
、
ア
ウ
ト

サ
イ
ダ
ー
も
確
震
に
判
明
せ
る
も
心
は
計
，
上
さ
れ
て
い
る
。

銅伸

H 

、

¥ 

r 

司'1

伸
鋼
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第
六
十
三
巻

五

事
一
二
↑
曲
師

全

f 

， 



金属 z揚敏

一両下子門司空雪空(FZE12
f大阪商工局管内)

仲
鋼
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

e 

第
六
十
一
旦
巻

7

8

0

1

5

3

2

6

1

0

4

5

5

2

3

Q

1

3

0

9

0

9

 

8

A

V

A

笥

句

A
W

噌
ム
ー
ー
も
の

ρ

唱

L

1

ム

イ

仕

切

i
v
o

1

2

1

 

/ 

型

六

第
一
、
ニ
擁

ヨ伏

9

5

 

・

5

o
s
i
 

-
-
0 

13.6 

6.3 

。

出

o
，
 

凶

0

3

、，

E
-
r
t
 

k
u
 

加

胡

日

ω
5

6

1

8

2

 

司

ム

同

2

2

1

 

t
 

243 

10 

59 

110 
9 

1 

世

16(6) 

5 110(る)

5 I (4) 

3 I (3) 叫

7 
4 

2

2

2

5

 

1 

2(7) 

1 

， 
7 

， 
r 

綿

銅

細

延

生

輔

根

岩

田

品

浦

工

品

抗

一

箔

相

末

金

軸

嚇

釘

附

毘

再

制

官

時

合

理

コ

i

榊

別

似

金

銅

鍋

鍋

管

摩

錯

f

や

前

鉛

錯

周

糊

特

釘

電

伸

銅

担

軽

唖

酷

減

宇

硯

和

軒

故

錯

錫

亜

亜

鍍

金

欄

糊

鍋

A
商
工
省
所
普
引
か
商
工
周
所
骨

C
商
工
局
出
長
所
所
管
括
孤
内
は
本
省
所
管
工
揚
で
あ
る
が
、
本
省
が
註
按
に
制
昔
を
す
る
安
材
同
外
の
資
材

に
つ
い
て
、
局
ま
た
は
間
長
所
が
割
官
を
行
う
工
場
数
、
大
一
世
に
お
い
て
犬
企
業
は
本
省
ま
た
は
商
工
局
所
管
で
あ
る
か
ら
A
、
B
的
数
字
句
よ
ワ
て

そ
の
産
業
の
規
模
を
推
知
し
う
る
。
大
阪
商
工
局
金
属
諌
調
。
F

87 

6 

¥ 

¥ 
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置を荘伸銅

阪根金属

三井錦山

以上小計

其他129舵

細計

伸
銅
工
業
に
拘
け
る
中
小
工
業

丁
場
数
に
晶
い
て
は
五
%
程
度
で
あ
る
が
、
生
産
額

に
G
い

τみ
れ
ば
金
生
産
額
白
宇
ば
を
し
め
、

と
と
忙
最
大
の
三
位

(
五
工
場
)
は
四
分
の
一
を
支
配
す
る
五
大
規
模
の
一
も
の
で
あ
る
。
と
れ

ら
は
或
い
は
戦
災
在
う
け
、
あ
る
い
は
原
材
料
関
係
か
ら
現
在
操
業
度

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
戦
時
中
上
向
め
て
い
た
地
位
は
座
倒

的
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
を
除
く
九
五
%
は
所
謂
中
小
工
場
で

あ
今
て
そ
れ
ら
の
規
模
も
極
め
て
直
々
で
あ
る
。

よ
-O
新
し
い
資
料
に
よ
O
て
大
企
業
十
二
世
(
十
四
工
揚
)

D
概
視
を

見
れ
ば
攻
頁
の
ご
と
〈
で
あ
る
。

経
営
規
模
を
生
産
高
よ
り
見
れ
ば
、
月
産
一

0
0
ト
ン
以
上
の
も
の

一、
五
0
ト
ン
以
上
白
も
白
二

O
で
あ
り
、
大
多
数
が
一

0
ト
ン
未

下も大の・浦
の多月規の
零<_ I.'C模小
細 、$-にコこ
工二い高 t場
場 O て度で
が人五 J のあ
か以 O 集る
え下|がが
o fD ニ'を、
ても J 示従
，)>白人し業
くがの(員
、己規八数

まl れ模 2z
盤、たに <D ;)7 !J 
こ田ムつもエ見
O 、〈也)る
ェー o 竺は 、と
掠卜す竺なき
五主主五‘か
」わ%で

人ちを晶 O
h 二占二の
?よ O め十人
(s 人て三以
三以最年 F

8‘ 

第
六
十
三
春

七(
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4ややdOG1 大企鑓 12融自概況

大一 師工場名 言栴資本塁込常生産鵬首護主 官
に O 千個 ぃ 生産品伸

民一古河電エ提器〈梅官句起》 川幽 市 m 語 i沼健評傑輔h 聖す人扶神戸桑製金轟 廊 崎町O 祖師O 凶 '960 1警
l芝μvりのf 調所 木E 18 
在 日立製作所 刊 0，醐 437，5ωI叫 192 2 
をが、日東金属(束点 8，000 -6，000. ， 124 ，360 板樟 小申

物 z大木伸銅(東京) 丸田o ，2，000 119 191 樺粧 工¥

雪ぞ三谷伸銅(式部) 叫

官れ西川伸嗣(京都 4，000 4，000 90 2!:l6 板棒

の%率三宝伸銅(大阪 5，500 5，500 173 189 棒椛

ζ 豊崎伸銅〔大阪) 酬 o 2';帥 153 2田梗

ろを限根金属〔大阪) ~JOOO 3，000 ;361 δ43 線棒旅
う占新日本産業(大阪 '6，000 ‘6，000 138 211 板棒
。雫山小 2~462 6，990、

ぃ金図音i計， (18'1艇20~5工場) õ13~3 15，415 

る
生従業産員賃数績はは昭昭和和22E9年手49且月-23年2月平均ζ 

と
は 徒難民政別纏智規模

注意 21年10}.f_ 2司年 1月 23年 6Jl

さ従業員数
工場3民2 M 工場投 タ百 工場設 %- 六策

る 1001人以上 2 2 、 2 十ρ4ミ

〈、 10凶-301;¥ 7 5 2 3 6 iヨ

300-101人 25 18 29 16 24 12 
宅量

と 100_ 51人 21 15 36 20 4!> 19 
の
る0-21T、 88 42 76 41 、72 3δ 

l¥ 
工
業 20人以下 25 18 38 20 63 31 

dコ 合 計 138 100 184 100 206 100 
j薗

(同本押鋼協官調) /事

模選 生産高別融腎規模

月産 100トン以上
12i…ょ…滞 39 掛

中 50トン以上1仙トν未満 20 I 10トン未満 74 

二小E .20トンJ!)，土 60トy未満 34 合計 171)"' -L、
業 昭和田年4月四生産武績(日本島掲伸嗣協曾閥)により算出
と 乙の主主工場数207であるか 記され:c;いないものがあるが、そ
し
れbは10トン未満円規模に属する之思われる。τ 
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問

屋
ar 

》

仲
鋼
工
業
の
大
部
分
が
中
小
工
場
陀
よ
う
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
他
の
中
小
工
業
に
見
ら

れ
る
ご
と
奇
問
屋
制
工
業
あ
る
い
は
下
請
加
工
業
の
形
態
。
白
存
在
を
強
想
せ
心
め
る
。
わ
れ

b
れ
も
ま
た
と
の
黙
に
調
帯
白
一
う
白
目

そ
し
て
そ
の
事
買
を
認
め
る
と
と
が
で
き
た
n

二

種

の

標

E
t
d書、

、j

仲
銅
工
業
に
岩
け
る
問
屋
制
工
業
は
戦
前
、
戦
時
一
市
、
戦
後
と
隆
史
的
鑓
化
主
示
し
て
い
る
と
と
ぽ
い
う
ま
ぞ
も
抵
い
が
、

他
の
中
小
工
業
忙
比
べ
て
、
生
産
者
が
比
較
的
は
や
く
支
配
従
属
関
係
よ
り
脱
却
し

τ
い
る
と
と
が
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
づ
仲
鋼
業
忙
中
島
け
る
問
屋
D
種
類
と
地
位
と
を
見
る
の
と
と
に
関
係
あ
る
問
屋
は
地
全
防
と
製
品
問
屋
と
に
大
別
す
る
と
と
が
で

者
る
。
仲
鋼
工
業
は
銅
、
亜
鉛
そ
の
他
の
素
材
金
属
よ
り
板
管
棒
線
な
ど
の
二
次
製
品
を
生
産
し
、
そ
の
ま
ま
最
終
消
費
に
あ
て
る
と
}

止
は
少
く
、
ま
た
自
ら
最
終
製
品
ま
で
加
工
す
包
も
白
も
稀
で
あ
る
。
そ
れ
は
王
と
じ
て
最
修
用
途
が
弐
の
ご
と
〈
康
範
閏
に
わ
た
る

た
め
、
そ
む
需
要
者
へ
の
版
寅
は
他
'D
商
喋
者
に
託
す
る
の
が
有
利
で
あ
り
、
ま
た
後
続
生
産
段
階
た
る
機
械
加
工
と
は
作
業
の
性
噴

が
異
D
、
一
貫
作
業
す
る
に
通
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
伸
鋼
工
場
は
熔
解
、
座
延
エ
読
の
み
を
行
う
止
す
れ
ば
、
原
債
の
左
か

に
原
料
費
白
比
率
が
高
〈
(
六

O
l
t
o
M
Y
債
格
鑓
動
は
原
料
債
格
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
が
大
き
い
。
し
か
る
に
電
気
銅
は
闘
際
商
品

で
あ
り
、
世
界
的
危
債
格
鑓
動
に
さ
ら
さ
れ
る
。
故
銅
も
そ
の
影
響
を
う
け
る
と
と
い
う
ま
で
も
友
い
。
か
〈
の
ご
と
き
事
情
に
あ
る

、

も
凡
め
、
伸
銅
工
業
に
と
っ
て
地
金
の
も
つ
意
義
は
大
き
〈
、
ま
た
そ
の
費
買
は
投
機
的
要
素
が
多
〈
、
し
た
が
っ
て
と
れ
を
扱
う
地
金

商
は
比
較
的
大
き
な
資
本
を
も
っ
て
削
脱
営
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
散
在
せ
る
故
銅
の
蒐
集
は
小
規
模
の
屑
屋
、
プ
ロ

I
ヵ
ー
が
と
れ

そ
れ
も
や
が
て
大
き
在
地
金
商
の
手
に
集
め
ら
れ
て
大
置
商
品
在
な
る
。
と
れ
に
反
し
よ
伸
銅
製
品
を
扱
う
製
品
問
屋

事
一
、
一
一
規

一
般
に

忙
常
山
る
が
、仲

鋼
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第
六
十
一
二
巻

ブb

丸
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伸
銅
L
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第

犬

十

ヨ

替

捨

て

ニ

駿

一

o

(
押
鋼
品
問
屋
)
は
一
般
に
配
令
、
形
状
、
犬
小
さ
ま
ざ
ま
な
製
品
を
多
一
方
商
の
需
要
者
忙
供
給
す
る
配
給
業
者
に
と
ど
ま
る
と
と
多
く
、

機
械
業
者
(
例
え
ば
電
樹
九
時
計
業
者
)
な
ど
よ
り
す
る
大
口
取
引
は
む
し
ろ
生
産
者
と
の
直
接
取
引
と
な
る
。
(
た
だ
曙
品
問
屋
、
も
一
零
細
伸
銅

。

工
場
に
劃
し
て
は
衣
に
の
ベ
る
ど
と
き
支
配
形
態
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。
)
し
た
が
っ
で
と
む
芦
白
問
屋
は
相
官
量
の
製
品
荘
庫
を
も
っ
必
要
は

あ
っ
て
も
、
地
金
商
に
比
べ
て
小
資
本
の
弘
の
が
多
い
。
伸
銅
工
場
に
潤
す
る
支
配
力
も
首
然
地
金
尚
白
も
つ
も
白
が
大
き
い
わ
け
で

-_/ 

/ 

あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
長
よ
そ
大
正
末
年
頃
ま
で
は
地
金
商
が
同
時
に
製
品
問
屋
を
兼
ね
る
こ
と
多
く
、
と
白
両
面
を
抑
え
る
問
塵
の
中
小

工
場
支
配
力
は
著
し
〈
強
大
で
あ
っ
た
と
と
は
見
逃
し
得
な
い
。

¥也

間
1 

押
嗣
品
品
種
別
用
途
一
宮

鋼
板
電
魚
部
品
、
蒸
摺
釜
、
鳴
昆
印
刷
用
、
消
毒
器
、
パ
ッ
キ
ン

F
、
ヵ
ー
ポ
ン
プ
ラ
少
シ
ュ
、
硫
安
酬
明
建
装
置
、
屋
根
車
用
帯
。

青
銅
板
ラ
ジ
オ
部
品
、
自
動
車
部
品
、
時
計
部
品
、
、
ラ
ン
プ
ケ
ー
ス
、
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
、
煙
草
棋
譜
棚
、
時
蔵
庫
部
品
、
詳
食
器
、
度

最
商
器
?
噴
霧
器
、
ト
ラ
ン
ス
、
治
火
器
、
盤
療
器
、
肥
料
製
撞
機
部
品
、
安
全
般
、
電
話
機
用
事
。

制
青
銅
板
ス

7
9
ン
グ
用
、
週
信
機
部
品
、
電
気
部
品
、
錨
遭
草
輔
部
品
撃
。

鋼
管
製
糟
用
そ
の
他
化
皐
喋
品
用
パ
イ
プ
、
帝
時
構
パ
イ
プ
、
抽
選
管
、
来
設
様
、
噴
品
購
器
、
銅
蛸
7
7
曙。

背
鋼
管
-
時
凍
禅
、
蒸
問
機
用
パ
イ
プ
、
吊
下
燈
、
復
水
器
用
、
ザ
櫛
闘
車
用
、
漁
業
用
費
動
植
部
品
、
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
、
税
築
用
金
物
帯
。

銅
棒
電
気
部
品
、
モ
ー
タ
ー
部
品
、
崎
間
接
器
具
、
セ
グ
メ
ン
ト
、
銅
釘
、
調
鋲
年
。

e

唖

青
銅
棒
(
抗
物
用
)
ピ
ス
、
ボ
ル
ト
ナ
ッ
ト
、
電
気
部
品
、
(
火
廷
)
一
般
牛
建
部
品
、
ν
1
ル
棒
そ
の
他
産
築
金
具
号
。

高
カ
青
銅
棒
歯
車
、
一
般
師
器
具
用
、
ネ
1
バ
ル
菅
間
棒
、
シ
ャ
フ
ト
、
ス
ピ
ゾ
ド
ル
。

勝
膏
銅
棒
ギ
ヤ
1
、
軸
樟
川
高
紐
槽
械
部
品
。

鯛
俸
雷
替
用
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
、
シ
ャ
ン
ダ
nJ
ヤ
、
ラ
ン
プ
ケ
ー
ス
、
多
保
締
韓
槽
用
、
丈
房
具
、
注
築
金
物
帯
。

青
銅
峰
ラ
ジ
オ
部
品
、
掻
信
機
部
品
、
交
換
樺
、
間
練
器
具
、
時
計
部
品
、
電
球
ロ
金
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
宰
。

¥ 

/ 

も



a曾

普
銅
線
計
時
部
品
、
電
話
欄
和
主
び
交
換
器
部
品
、
問
線
穂
具
わ
釘
帯
。

蝿
膏
銅
線
ス
プ
w
d
y
グ
、
ス
ナ
ッ
プ
用
、
聴
祇
用
金
輔
、
肥
料
製
造
槽
部
品
帯
。

亜
鉛
板
屋
根
葺
用
、
包
装
用
、
賞
電
池
島
ツ
1

ス、
J

出
馬
捜
印
刷
用
輩
。

洋
自
板
詔
信
機
部
品
、
洋
食
器
、
装
飾
品
用
嘩
。

四

戦
前
に
お
け

ι岡
謄
制
工
業

， 
b 

最
初
銅
ま
た
は
黄
銅
に
て
器
物
を
作
る
白
に
、
鋳
物
に
よ
る
か
、
手
の
力
と
槌
で
銅
板
を
た
た
き
延
ば
し
て
い
た
も
の
が
、
水
車
動

力
に
よ
る
ロ

l
ル
塵
延
(
や
よ
び
伸
張
)
に
鞠
換
し
た
と
き
、
伸
鋼
工
業
に
烏
け
る
近
代
技
術
の
時
代
が
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
と
の

形
態
は
ま
づ
京
都
に
蒔
い
て
鞍
長
白
川
な
ど
白
水
力
地
貼
で
見
ら
れ
た
。
し
か
↓
大
阪
に
沿
い
て
は
迭
幣
局
に
導
入
さ
れ
も
ι
轍
入
技

術
が
明
治
二
十
年
代
に
日
本
製
鋼
、
大
阪
電
気
分
銅
、
日
本
黄
銅
な
ど
の
民
間
曾
一
耐
に
偉
え
ら
れ
、
動
力
と
し
て
は
沿
う
む
ね
蒸
汽
機

闘
を
利
用
し
た
。
動
力
主
蒸
汽
機
関
に
よ
る
か
、
水
草
に
よ
る
か
の
差
は
工
場
立
地
保
件
と
経
営
規
模
と
に
左
右
さ
れ
w

問
者
と
も
明

治
末
年
ま
で
併
存
じ
た
が
、
ロ
ー
ル
歴
延
は
い
づ
れ
U
場
合
に
も
利
川
さ
れ
て
速
や
か
に
且
星
し
た
。
か
〈
て
仲
鋼
工
業
は
相
官
白
固

定
資
本
を
要
す
る
と
と
も
に
、
大
き
な
需
要
に
め
ぐ
ま
れ
た
有
利
注
工
業
と
な
っ
た
。
銅
ま
た
は
銅
製
品
を
扱
う
問
屋
が
仲
鋼
工
業
に

活

動

す

る

機

舎

が

と

と

に

興

え

ら

れ

た

。

.

仲
銅
工
業
務
展
の
初
期
に
克
ら
れ
る
注
目
す
べ
き
ニ
ワ
白
事
資
は
と
の
結
果
で
あ
る
。
そ
の
一
は
従
来
の
問
屋
が
産
業
資
本
化
し
て

工
場
E
経
営
す
る
に
至
。
た
こ
と
で
あ

D
、
他
は
地
金
問
屋
の
中
小
工
場
支
配
で
あ
る
。
問
屋
が
全
面
的
陀
産
業
費
本
化
せ
や
と
も
、

そ
の
資
本
の
一
部
を
も
う
て
工
場
を
兼
営
し
、
あ
る
い
は
数
仰
む
問
屋
が
共
同
し
て
工
場
を
設
立
し
た
巴
も
の
が
少
〈
在
い
。
例
え
ば
京

都
に
や
付
与
一
三
谷
仲
銅
、
阪
根
、
京
都
製
鋼
(
制
度
業
の
問
屋
)
、
島
知
一
(
後
三
者
は
そ
の
後
設
蕗
し
た
)
、
大
阪
白
日
本
伸
銅
(
の
ち
官
河
電
エ
に

第

六

十

三

容

一

一

紳
師
工
業
に
軒
町
る
中
小
工
業

第
一
、
ニ
腕



伸
銅
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第
六
十
三
容

事
一
、
二
挽

冒
軟
さ
れ
日
ー
そ
の
尼
崎
伸
鋼
所
と
な
る
)
、
束
京
の
紀
長
仲
銅
な
ど
と
れ
で
あ
る
。
問
屋
は
有
利
友
新
投
資
分
野
と
し
て
伸
鋼
工
業
を
粂
営

す
る
と
と
も
に
、
他
方
債
椅
同
盟
動
の
は
げ
し
い
銅
地
金
の
危
険
を
工
場
晶
状
管
に
よ
G

て
分
散
せ
し
め
る
亡
と
が
で
き
る
か

ιで
あ
る
。

と
の
刈
黙
は
必
宇
し
も
初
期
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
な
い
か
ら
、
今
日
に
沿
い
て
も
仲
鋼
工
場
に
し
て
問
屋
業
を
策
ね

τ
い
る
も
の
が
存

在
す
る
。
た
だ
最
近
白
間
連
粂
営
は
後
述
白
ご
と
く
他
の
事
情
も
加
わ
っ
て
い
る
。

地
金
商
(
あ
る
い
は
朝
品
問
屋
)
白
問
屋
支
配
は
多
く
D
中
4
工
業
花
見
ら
れ
る
の
と
苫
し

τ臭
ら
な
い
。
地
金
商
は
比
較
的
大
き
左
資

本
を
有
し
、
し
か
も
常
時
は
同
時
忙
製
品
問
屋
を
策
ね
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
他
方
仲
鋼
工
場
は
そ
の
規
模
小
な
る
も
の
が
多
か
っ
た

か
ら
、
問
屋
の
中
小
工
場
支
配
は
践
汎
に
行

b
れ
た
。
伸
銅
品
に
沿
い
て
は
原
料
と
〈
に
地
金
代
が
大
き
な
部
分
を
占
め
る
か
ら
、
と

の
た
め
相
官
の
資
金
を
必
要
と
す
る
が
、
主
し
こ
れ
定
問
屋
上
り
の
支
給
に
仰
ぎ
賃
加
工
の
み
を
行
う
ふ
一
き
は
中
小
工
場
も
容
易
に
経

倍
す
る
と
と
が
で
き
る
。
事
官
、
伸
鋼
工
場
白
職
人
が
相
倒
立
し
て
自
ら
工
場
主
創
め
/
る
の
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ヱ
場
は
原
料
質
入
門
ま

た
は
そ
り
買
入
費
金
円
融
通
)
と
製
品
販
買
と
の
附
百
民
沿
い
て
問
屋
に
依
存
す
る
。
や
や
成
長
す
る
に
及
ん
で
賃
加
工
よ
り
脱
し
原
料
を

自
ら
地
金
商
よ
り
買
付
け
る
が
、
掛
買
ま
た
は
手
形
に
よ
る
支
h

怖
に
よ
忍
と
と
ろ
か
ら
、
ま
た
製
品
販
一
刊
に
官
。
て
も
受
取
。
売
手
形

白
割
引
を
問
屋
に
依
頼
す
る
と
と
ろ
か
ら
、
依
然
と
し
て
問
屋
か
ら
資
金
融
通
を
受
け
る
わ
け
で
あ
る
。
か
く
し
て
生
産
者
は
問
屋
と

資
本
力
が
異
見
市
場
活
動
を
問
毘
に
依
存
し
、
ま
た
資
本
的
援
助
主
う
け
る
か
ら
、
問
屋
に
封

L
て
」
著
し
い
程
度
に
従
属
し
、
従
。

て
ま
た
加
工
賃
あ
る
い
は
取
引
慣
格
に
語
い
て
中
J

か
ら
ぬ
搾
取
を
う
け
て
い
w
た
。
市
出
の
同
盟
動
に
よ
る
危
険
も
積
々
な
方
法
で
生
産
者

r時
嫁
さ
れ
て
い
た
。
の
ゆ
〉
次
殺
に
地
金
商
と
製
品
問
屋
と
が
分
化
し
、
ま
た
生
産
者
も
戦
争
ご
と
に
現
'
わ
れ
た
好
田
山
田
た
め
規
模
が

'
旗
大
す
る
に
従
い
、
賃
仕
事
に
よ
る
雨
商
か
ら
の
支
阻
従
属
形
態
は
減
少
し
、
買
取
加
王
を
す
る
す
る
も
白
が
増
し
た
。
も
ち
ろ
ん
小

規
模
左
業
者
は
女
々
忙
務
生
す
る
か
ら
前
田
形
態
も
存
縮
す
る
し
、
北
方
に
よ
づ
て
形
態
特
化
に
も
選
法
が
あ
炉
、
歴
史
的
虻
早
《
蕊

-
噛



展
し
た
京
都
陀
t
u

い
て
は
や
や
早
〈
、
長
く
f

れ
て
殺
生
し
た
朝
霞
、
東
京
友
ど
陀
沿
い
て
は
大
正
末
年
あ
る
い
は
昭
和
初
年
頃
か

ι、

あ
る
程
度
目
獅
立
性
を
得
る
よ
う
忙
な
っ
た
。

~

t

た
剖
凡
と
白
工
業
陀
長
け
る
問
屋
の
中
小
エ
業
支
配
が
仙
の
工
業
の
場
合
と
や
や
具
る
の
は
原
料
問
屋
と
製
品
問
尾
と
の
う
ち
前
者
の

支
配
力
が
強
い
と
い
う
鯨
で
あ
る
。
問
屋
が
原
料
支
給
(
購
入
委
金
)
と
一
製
品
販
賓
と
の
岡
山
首
一
回
か
ら
中
小
工
場
を
支
配
す
る
形
態
は
多
く

の
中
小
工
業
に
見
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
る
が
、
や
が
て
製
品
問
屋
、

屋
の
支
配
力
が
強
く
な
り
、
小
工
場
に
謝
す
る
原
料
支
給
も
製
品
問
屋
が
行
う
場
合
が
一
般
で
る
る
と
い
え
よ
ー
う
。
事
費
、
伸
鋼
工
業

忙
沿
い
て
も
製
品
問
屋
が
自
己
D
計
算
で
原
仰
を
仕
入
れ
、
零
細
工
場
な
い
じ
小
工
場
に
支
給
す
る
形
態
は
し
ば

ιぼ
見
ら
れ
た
。
し

か
し
地
金
問
屋
と
製
品
問
屋
と
を
比
較
す
る
と
、
前
越
の
ご
と
く
前
者
の
資
本
力
が
強
大
で
あ
っ
て
、
後
者
が
工
場
を
史
配
す
る
場
合

地

位
阪
と
ん
い
と
零
細
主
場
に
限
ら
れ
て
い
る
に
反
し
、
前
者
は
し
ば
し
ば
製
品
問
屋
を
兼
ね
、
地
金
の
供
給
を
通
じ
て
(
議
ん
で
は
製
品
販

や
や
規
模
大
な
る
工
場
に
封
し
て
も
支
配
力
を
も

、

計
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軍官去

一般市揚

と
く
に
産
地
問
屋
占
り
も
全
圏
的
販
賀
網
を
い
も
つ
集
散
地
製
品
開

買
を
も
播
賞
し
て
)

つ

τい
た
。

か
く
の
ご
と
き
地
金
商
の
強
大
さ
は
、
問
問
慣
白
な
か
に
占
め
る
地

金
代
の
比
率
が
高
い
と
主
幹
よ
び
、
問
地
金
が
世
界
市
場
の
債
格
鎚
動

に
さ
ら
さ
れ
、
か
か
る
危
険
は
費
本
力
大
!
な
る
地
金
商
に
し
て
は
じ
め

て
負
婚
し
う
る
と
と
、
他
方
向
製
品
憤
格
は
地
金
の
債
格
竣
動
の
影
響

を
う
け
る
に
し
て
も
そ
の
程
度
は
ゆ
一
〈
バ
ま
た
需
要
が
康
汎
で
あ
る
か

か
く
て
製
品
問
屋
は
一
般
に
費
本
力
が
小

ら
、
、
そ
の
打
撃
は
小
苫
く
、

第
六
台
三
容

静
一
、
ニ
郵



伸
鋼
工
業
に
骨
貯
る
中
小
工
業

第
六
十
三
巻

周

章
一
、
ニ
輯

四

さ
い
。
そ
し
て
仰
製
品
は
中
間
生
産
物
で
あ
り
そ
の
需
要
者
の
大
部
分
は
機
械
、
金
属
製
品
の
生
産
者
で
あ
る
か
ら
、
火
口
需
要
者
は
J

製
品
問
屋
を
経
由
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
伸
鋼
工
場
よ
り
白
直
接
購
入
、
あ
る
い
は
仲
銅
工
場
に
謝
す
る
下
請
を
行
う
か
ら
、
製
品
問
屋

自
身
が
大
規
模
と
な
る
契
機
は
比
較
的
少
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
岡
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
京
都
大
阪
の
仲
鋼
工
場
は
戦
前
に
資
材
入
手
に
沿
い
て
も
製
品
販
寅
忙
九
百
い
て
晶
語
土
そ
三
分
自
二
は
問

屋
虻
依
許
し
て
い
た
(
前
買
表
主
主
。

五

戦
時
中
に
お
け
る
下
請
制

昭
和
K
入
っ
す
か
ら
鋼
慎
D
世
界
的
大
下
落
が
あ
り
、
び
い
て
仲
銅
品
侭
格
も
暴
落
し
た
た
め
、
産
鋼
業
者
、
仲
鋼
業
者
と
も
陀
債

格
維
持
の
た
め
種
々
む
努
力
を
は
か
っ
た
が
、
業
者
白
利
盆
が
容
易
に
一
致
せ
宇
、
一
正
ハ
同
版
賢
組
織
あ
成
立
(
昭
和
十
二
年
)
ま
で
に
は

長
い
年
月
を
要
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
間
中
小
工
業
者
に
劃
す
る
問
屋
の
麿
迫
は
か
な
り
茜
し
い
も
の
で

M
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

る
に
よ
う
や
く
共
成
品
聞
社
成
立
を
見
る
山
町
、
ぜ
も
な
く
支
那
事
援
の
勃
穫
を
迎
え
る
と
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

戦
時
に
お
け
る
仲
銅
品
に
謝
す
る
軍
需
は
兵
器
、
蹴
舶
、
機
微
等
白
部
品
に
沿
い
て
莫
大
な
数
致
に
達
す
る
。
こ
の
た
め
に
銅
荘
よ

び
仲
銅
口
聞
に
づ
い
て
は
使
用
制
限
と
占
も
に
担
力
た
配
給
統
制
が
賀
施
さ
れ
、
中
小
伸
銅
工
場
は
軍
需
生
産
陀
鞠
換
せ
ざ
る
を
得
な
く

在
っ
た
。
後
に
は
報
金
属
鹿
延
に
特
守
る
も
の
も
少
く
な
か
っ
た
。
同
時
に
一
方
、
配
給
統
制
の
技
術
的
理
由
よ
り
問
屋
を
統
合
し
て

統
刷
機
闘
を
設
立
し
、
個
々
白
問
屋
D
自
由
左
話
動
を
許
さ
友
い
と
と
と
し
た
。

査
本
ー
と
し
て
享
一
せ
ね
ば
な

b
な
い
と
正
と
な
づ
た
J

(
従
っ
て
問
屋
忙
し
て
工
場
を
兼
皆
し
て
い
た
も
の
も
産
業

t、

個
々
の
問
屋
と
し

τ
白
生
命
は
一
臆
と
の
時
を
も
℃
て
終
り
を
骨
げ
六
の
で
あ
る
D

他
方
、
大
工
易
自
生
産
能
力
白
み
で
も
軍
需
を
み
た

F
に
足
り
反
い
し
、
従
来
粗
雑
な
民
需
品
生
産
在
し
て
台
た
中
小
丁
場
は
そ
白
投



" 

術
を
も
う
で
は
そ
白
ま
ま
軍
需
生
産
に
あ
た
る
と
と
困
難
で
あ
右
。
そ
こ
で
犬
工
場
が
生
産
能
力
の
不
足
を
中
小
工
場
の
動
員
に
主
つ

℃
充
足
せ
ん
と
し
て
と
れ
ど
下
請
工
場
と
し
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
中
小
工
場
主
し

τ粗
加
工
部
分
を
播
首
せ
し
め
、
熔
解
と
仕
上
加

工
は
自
ら
行
う
と
と
ふ
一
し
て
、
精
密
度
を
保
持
し
な
が
ら
巾
小
工
場
白
金
産
力
主
利
刷
せ
ん
と
し
た
一
わ
け
で
あ
っ

τ、
と
の
方
法
に
よ

り
自
ら
は
設
備
蹴
張
に
伴
う
困
難
と
危
険
と
を
避
け
な
が
ら
、
ま
た
し
ば
し
ば
中
間
搾
取
を
も
獲
待
し
た
。
も
ち
ろ
ん
大
工
場
も
軍
首

局
白
強
力
危
指
示
に
従
つ

τや
が
て
設
備
技
張
主
資
現
せ
ね
ば
た
ら
左
か
ヲ
た
が
、
そ
れ
で
も
下
請
工
場
利
用
は
戦
時
中
纏
縛
し
た
。

大
工
場
の
下
請
工
場
利
引
は
種
々
由
形
で
行
め
れ
た
。
同
~
大
工
場
が
受
け
た
軍
需
註
文
白
う
ち
、
一
部
白
粗
加
工
、
部
品
生
産
左
ど

を
下
請
エ
揚
に
行
わ
し
め
る
ほ
か
、
閉
そ
の
下
請
工
場
が
一
部
主
小
工
場
に
再
下
請
せ
し
め
る
場
合
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
品
川
軍
工
廠
が

そ
の
指
導
の
も
去
に
中
小
工
場
に
地
方
統
制
組
合
主
組
織
せ
し
め
、
組
合
D
責
任
に
沿
い

τ簡
単
友
兵
器
部
品
左
ど
の
製
作
に
首

ιし

、
め
た
と
と
も
あ
る
。
仰
向
白
場
合
は
荘
う
む
ね
軍
よ
り
親
工
場
を
通
じ
て
材
料
主
支
給
し
、
技
術
指
導
は
親
工
場
治
よ
び
軍
の
監
督
官

が
と
れ
に
賞
。
た
。
資
金
的
援
助
は
必
ヂ
し
も
行

b
れ
な
か
う
た
主
う
で
あ
る
。
た
だ
と
れ
ら
の
関
係
は
下
請
闘
係
の
細
密
に
よ
り
直
、

直
で
あ
っ
た
と
い
う

t
よ
い
。
間
の
場
合
に
は
軍
工
廠
の
指
導
の
も
と
に
組
令
が
一
括
受
註
な
ら
び
に
材
料
支
給
を
う
け
て
参
加
工
場

に
分
配
し
も
向
。

か
く
て
戦
時
中
は
、
神
悌
具
そ
の
ほ
か
若
干
白
統
制
外
生
蔑
が
認
め
ら
れ

τ
い
た
け
れ
ど
も
、
事
買
上
は
九

O
%
ま
で
が
軍
需
生
産

酔
れ

ま
た
は
生
産
披
充
用
の
生
産
で
あ
り
、
調
査
に
沿
い
て
資
材
を
軍
よ
り
支
給
さ
れ
た
も
の
約
五
一
υ
%、
あ
る
い
は
製
品
を
直
接
軍
陀
納

入
じ
た
も
の
約
三

O
%
と
川
て
い
る
け
れ
ど
も
、
前
述
の
ご
と
く
形
式
上
は
親
i
場
、
組
合
を
遇
す
る
も
の
も
下
請
閥
係
を
示
す
に
ほ

か
な
ら
子
、
要
す
る
に
約
九

O
%
ま
で
が
戦
争
自
治
め
に
動
員
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

下
請
制
1
業
忙
蒔
い
て
中
小
工
場
が
親
工
場
に
謝
し
て
い
か
な
る
稜
皮
の
従
属
関
係
に
あ
ヨ
た
か
。
費
材
支
給
、
技
術
的
援
助
、
と
き

， 

悼
師
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業

司勘

第
穴
十
三
春

主

構

君主

ヨ主

¥ 



伸
鋼
工
業
に
担
げ
る
中
小
工
業
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問屋

組合

親工場

軍官時

その他

た
の
で
あ
る
。

註
1 

現時中における製品責膏先(%)

合計

δ5 

13.2 

.21.8 

.53.;) 

7.0 

大阪

11 

一
日
竹

1

京都

n
o
q
o
o
a
Q
U
A
U
 

1

2

9

5

7

 

2

2

3

1

 

問屋

組合

親工場

軍官企

その他

拙
著
三
下
請
制
工
業
論
」
品
世
間

組
の
制

も

統

た

方

払

地

き
i

は

五

エ
」
記
。

品
目
て
乱
開
。

組

L

h引

に

解

わ

こ
と
恩

乙

合

と

備考

第
六
十
一
一
一
巻

占/、

事
一
、
ニ
腕

ーノ、

に
は
資
金
的
援
助
主
通
じ
之
親
工
場
が
下
請
加
工
賃
を
切
下

、、

げ
た
と
と
も
あ
ヲ
た
け
れ
ど
も
、
一
一
刻
を
争
う
緊
念
生
産
の

司除

要
求
に
治
さ
れ
て
、
戦
争
後
期
に
ぷ
勾
請
工
場
。
方
が
む
し

、

ろ
裏
ま
れ
た
す
場
に
あ
り
、
債
格
あ
る
い
は
加
工
賃
は
騰
貴

の
一
迭
を
た
刊
と
っ
た
。
従
っ
て
中
小
工
場
は
問
屋
支
配
よ
り

脱
却

ιー
得
た
ば
か
り
で
在
〈
、
大
工
場
に
劃
し
で
も
下
請
受

註
閥
係
と
そ
あ
れ
、
比
較
的
棋
倒
立
し
た
地
位
を
保
ち
、
少
か

ら
泊
費
木
蓄
積
、
ー
ひ
い
て
工
場
の
臓
張
を
行
う
と
と
が
で
き

六

戦
後
に
お
け
る
原
材
料
統
制
と
製
品
統
制

日
本
経
済
の
生
産
力
は
戦
争
に
よ
り
甚
だ
し
い
破
壊
を
う
け
た
か
ム

Y
図
民
生
活
を
保
詮
し

生
産
力
を
同
復
せ
し
め
ん
が
た
め
に
は
ふ
た
た
び
各
種
の
統
制
を
責
施
せ
ざ
る
を
得
泣
い
と
と
と
念
。
た
。
，
た
だ
敗
戦
直
後
に
烏
け
る

閤
民
全
般
白
虚
脱
感
と
政
治
的
無
力
と
の
結
果
、
あ
ら
ゆ
る
統
制
が
一
時
弛
緩
し
た
の
で
あ
る
が
v
や
が
て
そ
れ
も
徐
々
に
悶
復
し
た
。

ま
た
銅
、
黄
銅
の
使
用
制
限
の
ご
と
き
も
小
範
園
に
か
ぎ
ら
れ
、
戸
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
使
用
さ
れ
る
と
と
と
な
っ
た
n

し
か
し
な
が

ι二
十
二
年
第
二
四
宇
期
工
り
主
要
な
生
産
費
材
忙
O
い
て
は
切
符
制
に
よ
る
配
給
統
制
が
賛
施
さ
れ
て
い
る
。
仲
銅

戦
後
軍
需
生
産
こ
そ
な
く
な
っ
た
が
、

h 

9 



工
業
に
つ
い
て
仰
え
ば
主
原
料
た
る
電
気
銅
、
故
鋼
、
電
気
亜
鉛
、
蒸
調
理
的
師
、
鈴
、
錫
、

茨
、
斑
炭
円
最
詮
統
制
主
り
除
外
)
、
重
油
、
コ
ー
ク
ス
左
ど
の
燃
料
烏
よ
び
電
力
が
指
定
生
産
資
材
剤
官
設
明
書
に
よ
り
凶
給
さ
れ
る
。

他
方
、
製
品
も
ま
た
仲
銅
製
品
需
要
者
割
営
詮
明
書
に
よ
り
費
渡
さ
れ
る
。
資
材
は
仲
鋼
業
者
よ
り
の
申
請
に
劃
し
て
商
工
省
あ
る
い

は
地
方
商
工
局
、
聞
出
張
所
が
一
四
字
期
ご
と
白
枠
内
で
費
行
し
た
詮
明
書
を
受
け
て
、
と
れ
に
よ
り
販
費
業
者
(
地
金
商
)
よ
り
現
物
入

手
す
る
。
製
品
は
そ
の
需
要
者
の
申
請
に
劃
し
て
商
工
省
、
商
工
周
な
ど
が
登
行
し
た
設
明
書
に
よ
っ
て
賓
捜
す
の
で
あ
る
。
者
材
も

製
品
も
経
梼
安
定
本
部
の
生
産
計
壷
白
中
に
含
ま
れ
、
四
牛
期
ご
と
に
割
蛍
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
事
賞
は
戦
後
の
弛
緩
せ
る
各

積
の
生
産
障
害
白
た
め
、
生
産
配
給
が
必
宇
し
も
計
書
湿
り
に
行
b
れ
て
い
な
い
。

一
ッ
ケ
ル
、
ア
片
ミ
ニ
ウ
ム
白
ほ
か
、
石

指
定
生
産
費
材
の
割
常
基
準
は
し
ば
し
ば
改
訂
さ
れ
、
弐
第
に
合
理
化
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
日
本
経
憐
は
い
ま
友

b
E常
左
鰹
湾
循

環
を
行
う
に
烹
ら
歩
、
イ
ン
フ

ν
1
シ
冒
ン
も
進
行
を
線
け
、
少
か
ち
砲
ヤ
ミ
の
部
商
を
合
ん
で
い
る
。
ま
た
本
来
仲
銅
工
業
は
地
金

と
し
て
故
銅
白
使
用
が
多
か
っ
た
白
で
あ
る
が
、
そ
の
雑
多
段
性
質
上
、
一
定
の
生
産
者
に
よ
る
電
気
銅
と
具
り
、
需
給
計
震
に
の
せ

に
く
い
。
従
っ
て
切
符
白
進
行
も
過
少
と
な
り
勝
ち
で
あ
り
、
事
賃
上
ヤ
ミ
債
格
な
ら
ば
そ
れ
以
上
の
故
銅
が
蒐
荷
さ
れ
、
伸
銅
工
業

者
は
配
給
で
一
市
足
す
る
地
金
を
と
と
に
求
め
た
で
あ
る
。

仲
銅
協
曾
調
査
に
よ
り
、
限
利
一
一
十
一
一
年
度
(
ニ
士
五
四
月
i
ニ
十
三
牛
三
月
)
由
原
料
消
費
賀
積
を
み
る
に
、
五
四
、
八
一
四
ト
ン
の

、

年
間
入
手
賢
白
う
ち
、
計
聾
上
(
障
給
に
主
っ
て
)
得
た
も
の
は
約
三
分
の
一
ー
に
と
ど
ま
り
、
暗
闇
り
三
分
自
二
は
そ
の
他
の
方
法
で
入
手
し

た
も
の
で
あ
る
。
仰
の
原
材
料
陀
語
い
て
は
計
聾
外
白
部
分
が
と
の
よ
う
に
大
き
な
比
率
を
占
め
て
い
な
い
。
と
白
統
計
数
字
の
正
確

性
に
も
多
少
の
疑
問
が
な
い
で
は
な
い
が
、
-
般
に
配
給
地
金
で
は
月
白
三
分
の
一
し
か
操
業
で
き
な
い
と
い
わ
れ
戸
い
る
の
と
大
概

一
致
す
る
。
一
一
一
分
の
二
は
ヤ
ミ
市
場
よ
り
入
手
す
る
故
鋼
陀
よ
り
補
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
と
の
比
率
は
大
工
場
よ
り
も
中
小

第
一
、
ヱ
競
一
七

仲
鋼
工
業
に
お
け
る
中
小
工
業、、

第
六
十
一
一
一
巻

七



伸
鋼
工
業
医
持
け
る
中
小
エ
業

第
六
十
三
容

ー
〉又

第
一
、
二
韓

i¥ 

昭和22年度原材料消費賓蹟(トシ)

出前7
351 
※4;)8 
974 

~，557 

4，3:20 
4，8"86 

工
場
の
方
が
高
い
と
推
定
し
て
訣
り
な
い
で
あ
ろ
う
。

伸
銅
製
品
に
つ
い
て
も
副
首
詮
明
書
を
要
す
る
と
と
を

前
越
の
通
り
で
あ
る
が
、
比
較
的
大
き
い
機
械
業
者
は
こ

の
詮
明
書
忙
よ
り
伸
鋼
工
業
者
よ
り
直
接
購
入
し
(
ス
ク
ヲ

情
叶

問
問
団
拙
一
」
i
一
6

2

1

1

4

:

-

Y

 

1

4

5

:

一
ワ

正
計
一

9

二

一

ッ

プ

を

委

話

加

工

せ

し

め

る

と

き

は

別

個

の

諮

問

寄

を

用

い

る

}

「

伯

一

問

問

凶

開

小

加

工

業

者

そ

Z
T
D消
費

官

製

品

開

苧

通

じ

一
一
円
一

L

E
ゆ

一
そ
一
栄
町
F
2

て
購
入
す
る
。
問
屋
は
多
数
需
要
者
自
切
符
を
集
め
て
と

鋼
鋼
計
一
入
上
一
山
田
町
一
的
H

品
川
町
田
一
回
日
割
れ
を
週
宜
白
仲
銅
業
者
に
一
位
註
す
る
わ
け
で
あ
る
。
製
品

銅
賞
青
島
官
一
一
時
一
印
町
一
旧
日

'J一
m
m
山
の
生
産
は
故
銅
白
需
給
に
比
べ
て
把
握
し
や
す
い
た
め
、
，

1
1
1
1
1
1
下
「

T
I
l
l
-
-ー
ー

一

ー

ー

ペ

製

品

切

符

は

故

銅

の

そ

れ

よ

り

も

か

友

り

多

い

よ

う

で

あ

一
材
一
同
鋼
一
無
鉛
摺
晶
一
炭
w
R
d
J

生
産
費
積
一
養
一
伺
路
一
望
嬰
章
一
石
理
一
ス
る
。
し
か
も
伸
銅
品
白
需
要
は
極
め
て
多
方
面
に

b
た
り
・

格
戦
後
は
生
活
用
品
そ
白
他
雑
品
に
使
用
苫
れ
る
と
と
も
多
く
な
っ
た
か
ら
、
生
産
は
需
要
に
及
ば
守
、
相
官
の
ヤ
ミ
取
引
が
行
わ
れ

た
。
た
だ
最
近
は
詮
明
書
注
垂
取
引
は
あ
っ
て
も
‘
品
種
に
よ
り
自
由
慣
格
が
公
定
畑
出
格
K
達
し
友
い
も
の
が
現
わ
れ
て
吉
た
。

10，510 

5，785 

4，828 

::n ，4~6 I :n，39ぉ
16，235 I 16，250 
18，107 I ¥17，365 

60，17，9 

費

54，814 

件，785

4，'211 

業委託分外政

( )亜鉛板用まりの樽用分

註

1 

京
阪
伸
鋼
工
場
の
主
要
原
料
入
手
弗

佐
渡
島
金
属
、
闘
慣
金
属
商
事
、
駐
保
商
脂
、
春
同
商
臣
、
山
中
商
肩
、
堀
口
同
院
、
品
伊
藤
興
業
な

ro

京
阪
伸
鋼
工
場
の
取
引
す
る
主
要
製
品
問
屋

一
{
一
容
商
事
、
西
川
商
底
、
江
戸
屋
宵
居
、
一
ニ
好
商
席
、
春
問
商
庫
、
吉
田
樹
脂
、
閥
西
金
属
商
事
、
大
隅
商
出
、
市
原
荷
居
、
祖
父
江
膏
庖
、

目
比
野
商
底
、
長
高
商
庖
、
突
柴
商
骨
た

E
o

。
H 



京
阪
悼
銅
工
場
の
直
接
需
要
先

ト
ヨ
ダ
自
動
車
、
極
下
置
集
工
業
、
白
木
韓
器
、
東
京
芝
浦
電
紫
、
沖
電
菜
、
三
菱
電
棚
、
川
崎
重
工
業
、
百
本
碍
子
、
田
本
特
時
隔
業
な
ど
。

七

戦
後
中
小
伸
銅
工
場
の
濁
立
性

戦
時
中
、
伸
鋼
工
場
が
能
力
陀
あ
ま
る
軍
需
ま
た
は
そ
白
下
請
註
文
に
よ
っ

τ相
官
。
利
潤
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
原
料
統
制
に

よ
っ
て
問
屋
支
配
か
ら
摘
す
し
得
た
と
と
ほ
す
で
に
述
べ
た
。
た
だ
大
工
場
主
り
白
下
請
作
業
が
多
h
っ
た
け
れ
苫
革
、
生
産
力
不
足

の
欣
態
で
は
必
す
し
も
従
属
的
地
位
忙
者
い
て
甚
だ
し
い
座
迫
を
う
け
る
に
は
至
ら
な
か
る
た
。

し
か
る
に
戦
後
出
多
〈
の
仲
銅
工
場
の
戦
災
の
た
め
生
産
力
が
低
下
し
て
い
る
と
と
ろ
へ
、
平
時
的
需
要
が
盛
に
ゐ
と
っ
た
た
め
、

仲
鋼
工
場
は
な
う
む
良
好
岬
酬
を
維
持
す
る
と
と
が
で
き
た
。
少
く
と
も
最
近
ま
で
は

F

一
需
要
超
過
四
校
態
で
、
需
要
者
は
相
営
む
ヤ
ミ
債

格
で
見
入
れ
ん
と
し
、
生
産
者
は
販
買
に
苦
じ
む
と
と
は
怠
か
う
た
。
と
白
好
調
の
原
因
白
一
は
生
産
力
不
足
で
あ
る
が
、
他
は
イ
ン

フ

V
l
シ
ョ
ン
の
遜
行
に
占
る
需
要
増
加
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
う

τ戦
後
問
屋
が
再
開
し
、
前
述
の
己
と
き
統
制
白
も
と
に
地
金
ゐ
よ

び
製
品
の
取
引
に
蛍
る
と
と
と
た
台
売
け
れ
ど
も
、
製
品
問
屋
は
そ
む
商
品
を
得
ん
が
た
め
に
、
進
ん
で
生
産
者
に
前
渡
金

E
提
供
す

る
し
、
地
金
商
は
地
金
に
謝
し
て
現
金
で
支
梯
を
う
け
る
有
様
で
あ
っ
た
、
前
者
屯
決
し
て
生
産
者
白
弱
味
を
意
味
す
る
資
金
的
援
助

で
は
な
か
っ
た
。

調
一
斉
結
果
に
占
れ
ば
、
原
材
料
入
手
に
官
り
六
O
%
を
問
屋
陀
依
存
し
て
い
る
。
戦
前
白
八
O
%
に
比
す
れ
ば
や
や
低
下
し
て
い
る

が
、
依
然
と
し
て
大
宇
を
問
屋
よ
り
入
手
し
、
二
O
%
弱
を
一
般
市
場
よ
り
買
入
れ
る
。
親
工
場
よ
り
白
入
手
が
一
O
%
程
度
を
示
し
て

い
る
白
は
後
に
述
べ
る
下
静
岡
係
の
結
果
で
あ
る
。
製
品
販
買
光
忙
者
い
て
も
問
屋
は
戦
前
の
六
五
%
に
比
べ
約
五
O
%
で
少
し
〈
低

神
嗣
エ
業
に
お
け
る
中
小
工
業

第
六
+
一
-
一
巷

ブL

〆
第
一
、
一
一
揖

コ弘



伸
鋼
工
業
に
和
け
る
中
小
工
業

解
犬
十
三
巻

第
一
、
ニ
貌

O 

O 

下
し
て
い
る
が
首
位
を
占
め
、
と
れ
ピ
つ
い
で
一
般
市
場
が
三

O
%を
示
し
て
い
る
。
販
寅
先
と
し
て
の
親
工
場
拡
原
材
料
入
手
党
の

数
事
よ
り
少
い
が
、
と
れ
は
い
づ
れ
か
記
入
の
不
正
確
に
よ
る
も
の
と
思
b
れ
る
。

3

0

8

8

1

 

0

3

6

8

1

 

5

3

 

屋

合

場

会

場

ヱ

肺

問

組

親

官

一

機
械
部
品
の
需
要
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
大
工
場
、
と
中
小
工
場
と
の
生
産
授
を
比
較
す
れ
ば
沿
う
む
ね
後
者
の
方
が
低
い
。
し

た
が
っ
て
大
工
場
は
そ
の
限
り
中
小
工
場
白
利
用
社
有
利
と
す
る
は
中
で
あ
る
が
、
高
ヲ
ス
ト
の
原
因
が
崎
市
銀
の
高
さ
で
な
〈
、
む
し

~ 

鞍後に畠ける原材料入手先(出)

骨計

0

3

5

8

9

 

1

5

0

5

7

 

6

1

1

 

報徳I乙匙Iナ事製品隅膏先(出)

合計

右
目
数
字
托
も
見
る
ご
と
く
戦
時
中
さ
し
も
廃
倒
的
で
あ
っ
た
下
請

関
係
は
今
日
き
わ
め
て
少
い
。
わ
れ
わ
れ
も
戦
時
申
よ
り
の
下
請
関
係

が
あ
る
程
度
耀
続
び
て
い
る
と
想
像
し
た
が
事
賓
は
こ
れ
に
反
し
た
の

で
あ
る
。
戟
時
中
の
下
請
が
生
産
設
備
の
擁
張
同
滋
、
生
産
能
力
の
補

充
危
ど
に
よ
る
か
ぎ
り
、
い
ま
は
そ
の
理
由
の
大
半
を
失
う
た
。
け
だ

し
大
工
場
は
む
し
ろ
膨
大
友
遊
休
設
備
を
か
か
え
て
自
己
設
備
の
利
瓜

に
ま
づ
努
力
せ
ね
ば
友
ら
白
歌
態
に
あ
る
。
そ
し
て
中
小
工
場
は
兵
器

部
品
の
ご
と
き
精
密
左
製
品
に
比
べ
て
は
る
か
に
粗
雑
な
生
活
用
品
、

ろ
大
工
場
の
諜
休
設
備
に
よ
る
同
定
費
負
捲
に
あ
る
か
色
、
下
請
を
利
川
す
る
よ

h
も
、
自
己
設
備
の
完
全
操
業
に
努
め
る
で
あ
ろ
う
c

大阪

4

5

2

2

7

 

••• 0
a
o
o
n
v
o
o
o
H
 

5

2

 

大阪

60.4 

04 

15.4 

"'10.0 

13.8 

か
く
し
て
今
日
で
は
大
工
場
が
下
請
工
場
を
利
用
す
る
根
擦
の
大
部
分
が
存
し
な
い
の
で
あ
る
G

他
方
ま
た
、
中
小
工
場
。
側
に
か
い

て
も
多
く
は
戦
時
中
お
よ
び
格
戦
後
白
好
視
で
者
積
し
た
資
金

ιよ
り
て
原
料
購
入
ま
た
は
支
給
危
ど
に
者
金
的
援
助
を
仰
ぐ
必
要
を

感
じ
左
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
誇
が
全
然
存

L
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
仲
絞
了
揚

(17、
に
金
網
用
の
相
緑
玉
川
勘
)
は
零
細
な
規
模
(
世
業
員
十
五
人
蚊
下
)

京都

問屋 65.9

組合 3.3

親工場 1 1.~ 

官一品 4.6 

一般市場‘ 15.0

京都

44.4 

4.5 

1.6 

8.2 

41.3 



で
、
沿
う
む
ね
碍
仲
線
を
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、

金
網
工
場
ま
た
は
金
網
問
屋
よ
り
材
料
支
給
を
う
け
て
下
請
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

糠
以
外
の
小
工
場
で
も
部
分
的
な
加
で
一
設
備
し
か
も
た
字
、
と
く
に
熔
解
燐
を
も
た
白
場
合
陀
は
下
請
加
ユ
を
す
る
方
が
経
営
能
率
が

色
、
上
る
と
し
、
て
二

O
l五
O
M
(多
い
も
の
は
九
O
出
)
を
下
請
に
ま
つ

τ
い
る
も
の
、
ま
た
ス
ラ
イ
ド
フ
ァ
ス
ナ
ー
工
場
の
下
請
を
し
て
い

る
も
白
も
あ
る
。
と
れ
ら
む
場
合
に
は
そ
白
闘
係
は
技
術
的
、
資
材
的
に
多
少
の
関
係
が
あ
る
く
ら
い
で
、
納
入
車
償
(
加
工
賃
)
也
相

互
白
交
渉
に
よ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
と
れ
ら
下
請
工
場
は
沿
う
む
ね
従
業
員
三
十
人
以
下
の
小
工
場
で
あ
り
、
ま
た
規
模
が
小
さ
く

な
る
に
従
い
下
請
白
率
が
大
き
〈
在
う
て
い
る
。
そ
し
て
」
や
や
規
模
が
大
き
く
な
る
に
仲
ぃ
、
再
加
工
ま
た
は
委
託
加
工
を
す
る
に
し

て
も
、
材
料
を
買
取
り
組
側
立
の
作
業
を
し
て
い
る
。

¥
 

以
上
の
ご
と
く
叩
小
仲
鋼
工
場
は
戦
後
に
問
屋
な
ら
び
に
大
工
場
か
ら
白
濁
立
性
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
あ
る
も
白
は
戦
時
中
よ

り
獲
得
し
た
術
立
性
で
あ
る
。
た
し
か
に
問
屋
制
工
業
治
占
び
下
請
制
工
業
に
じ
ば
し
ば
見
ら
れ
る
支
配
と
搾
取
は
さ
し
あ
た
り
極
め

て
稀
薄
で
あ
る
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
と
れ
を
も
っ

τ中
小
工
業
が
自
主
性
を
獲
得
し
、
太
資
本
が
民
主
的
に
合
理
化
さ
れ
た
と
築
観

し
て
占
い
で
あ
ろ
う
か
。
と
れ
が
戦
後
の
一
時
的
現
象
で
あ
る
か
、
永
綾
的
な
現
象
で
あ
る
か
は
一
ワ
の
問
題
と
し
て
残
ら
ざ
る
を
得

F
 

以
上
、
仲
銅
工
業
に

h
wる
中
小
工
場
主
考
察
し
て
最
後
に
提
起
し
た
問
題
に
闘
す
る
若
手
白
見
透
し
を
加
え
て
結
び
と
し
た
い
。

と
己
で
向
仲
鋼
工
業
の
好
泌
が
い
つ
ま
宅
続
く
か
、
ま
も
ん
例
市
相
山
D
鞠
換
が
き
た
と
き
、
ふ
た
た
び
問
屋
支
配
に
屈
し
な
い
だ
け
の

自
主
性
が
中
小
エ
場
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
か
、
が
問
題
と
さ
れ
ね
ば
お
ら
な
い
。

神
鋼
工
業
k
h
咽
凶
り
る
中
小
工
業

な
い
。

八一

U 

す

び

第
六
十
一
ニ
巻

-t 

第
一
、
ニ
脇



仲
鋼
工
業
に
お

η
る
巾
小
工
業

第
六
十
三
巻

事
一
、
ニ
按

た
し
か
に
伸
鋼
工
業
は
終
戦
以
来
ひ
き
つ
づ
き
好
況
を
綬
貯
て
き
た
。
戦
時
消
費
規
制
よ

γ
の
解
放
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
進
行
と

に
も
と
づ
い
て
、
ま
づ
消
費
財
部
門
、
つ
い
で
生
議
財
部
門
に
盛
在
需
要
が
ゐ
こ
っ
た
。
公
定
倒
格
は
あ
っ
て
も
需
袈
超
越
で
あ
る
か

ぎ
り
多
少
左
ー
も
ヤ
ミ
餌
格
が
成
立
す
る
と
と
は
必
然
で
る
る
。
も
ち
ろ
ん
、
主
要
原
材
料
た
る
故
釧
や
石
炭
に
劃
し
て
も
ヤ
ミ
債
格
を

、、

支
梯
わ
ね
ば
左
ら
す
、
そ
れ
だ
け
生
産
費
は
高
ま
ヨ
た
が
、
生
量
の
あ
い
路
は
生
産
設
備
、
と
く
に
板
類
白
そ
れ
の
不
足
と
燃
料
電
力

の
不
足
が
大
き
か
っ
た
に
反
し
、
故
銅
は
比
較
的
容
易
に
得
ら
れ
た
か
ら
、
絶
え
中
供
給
不
足
に
お
か
れ
た
仲
銅
品
の
騰
貴
は
生
産
費

の
騰
責
主
償
ヲ
て
徐
b
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
そ
白
後
、
石
茨
電
力
の
事
情
は
次
第
忙
好
柑
押
し
、
ま
た
生
産
設
備
の
補
修
が
進
ん
で
き
た
。
仲
銅
工
業
の
生
産
回
復
は
生

産
財
工
業
白
う
ち
で
は
速
や
か
な
も
の
に
属
す
か
。
他
商
、
需
要
の
側
の
大
き
な
要
凶
で
あ
っ
た
イ
ン
フ
レ
l
シ
ョ
ン
の
様
相
に
副
理
化

が
現
わ
れ
た
。
す
友
わ
ち
イ
日
ン
プ
レ

V
l
シ
ョ
ン
忙
伴
う
高
物
慣
が
所
得
増
加
を
追
越
す
庇
め
に
起
る
購
買
力
不
足
が
表
面
化
し
て
き

た
の
み
な
ち
示
、
政
府
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
割
策
徴
税
強
化
、
信
問
統
制
な

E
が
よ
う
や
く
殻
呆
を
治
ざ
め
は
じ
め
た
。
つ
い
に

昭
和
二
十
三
年
夏
の
物
債
改
訂
に
長
い
て
は
公
定
傾
格
が
約
八
割
引
上
げ
ち
れ
た
忙
劃
し
て
市
場
慣
栴
は
と
れ
に
建
し
在
い
と
い
う
現

象
が
生
宇
Z
に
至
ヲ
た
。
と
の
と
と
は
と
く
に
平
時
需
要
白
大
き
く
な
い
管
棒
鮪
に
や
い

τは
友
は
だ
し
い
。
か
く
て
い

b
ゆ
る
安
定

恐
慌
D
兆
が
仲
銅
工
業
に
も
見
ら
れ
る
C
で
あ
る
。

中
小
工
業
は
一
前
速
の
ご
と
く
問
屋
ま
た
は
親
工
場
に
ほ
と
ん

E
依
存
し
て
い
な
い
。
じ
か
し
お
が
ら
中
小
コ
場
は
生
産
の
者
一
本
的
基

p
礎
に
辛
い
て
ま
た
製
品
の
販
由
貿
能
力
陀
沿
い
て
自
主
性
を
催
侭
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
戦
時
戦
後
を
週
じ
て
得
た
蓄
積
は
従
来
由
負

債
を
償
還
し
自
ち
の
謹
輔
資
金
を
ま
か
友
う
に
十
分
で
あ
っ
た
。
一
戦
後
設
備
の
改
善
を
注
し
得
た
と
と
ろ
も
心
く
な
い
。
け
れ

E
も
4

V

フ
レ

1
シ
ョ
ン
の
進
行
中
忙
待

ιれ
た
利
潤
の
な
か
陀
い
わ
ゆ
る
慢
想
利
潤
(
民
主
2
4
X
R昔
話
)
が
含
ま
れ
る
か

ι、
E
れ
が
庖
理
が



適
切
で
友
い
と
き
は
資
本
の
喰
い
つ
ぶ
し
を
行
い
、
ま
づ
運
轄
資
金
D
候
之

EF感
宇
J

る
に
室
る
。
し
か
も
こ
の
鮪
を
認
め
た
い
徴
税
制

度
の
不
令
斑
が
慌
想
利
潤
陀
も
課
税
し
て
、
経
日
営
の
木
健
杢
ル
刊
を
強
制
す
る
の
で
あ
る
。
と
の
と
と
は
伸
鋼
工
業
に
沿
い
て
も
少
し
も

異
ら
な
い
。
帳
簿
上
位
相
営
の
利
潤
を
あ
げ
て
い
た
が
ち
、
減
債
償
却
が
不
充
グ
と
た
り
、
一
方
で
は
仮
想
利
潤
の
部
分
ー
ま
で
慮
介
さ

れ
た
た
め
混
轄
を
金
が
不
足
し
、
す
で
に
最
近

ρ原
材
料
白
債
格
改
訂
に
嘗
つ
亡
(
慣
格
差
益
金
制
の
不
骨
埋
も
加
わ
っ
て
)

i

そ
の
仕
入
費
金

に
不
自
由
を
感
ヒ
つ
つ
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
七
月
に
ゐ
け
る
調
奈
の
範
囲
内
で
位
、
金
融
機
闘
そ
白
他
よ
吻
賛
金
の
融
通
を
仰
い
で

い
る
例
は
な
治
宇
激
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
市
宵
金
の
窮
屈
ル
仙
を
訴
え
た
と
己
ろ
は
タ
く
な
い
c

こ
こ
で
喝
小
工
場
が
合
理
的
左
経
済
を
確
立
し
て
い
る
な
ら
ば
、
銀
行
モ
の
他
の
金
融
機
関
よ
り
借
入
れ
る
こ
と
も
不
可
能
で
注
い

で
あ
ろ
う
。
調
脊
じ
た
工
場
の
か
な
り
の
部
分
は
一
際
の
帳
簿
組
織
を
そ
な
え
亡
牧
支
を
明
ら
か
に
し
て
沿
担
、
銀
行
と
の
取
引
閥
係

を
も
っ
て
い
る
が
、
京
入
っ
て
み
れ
ば
そ
白
帳
簿
は
必
歩
し
も
正
確
な
も
の
と
栴
し
が
た
い
。
し
か
も
政
府
の
信
用
統
制
は
ま
ず
ま
ず

強
力
に
推
じ
進
め
ら
れ
つ
つ
一
お
る
現
献
で
は
銀
行
止
め
J

融
資
を
得

ιれ
る
も
の
は
多
く
友
い
正
見
ら
れ
る
。
結
局
、
問
屋
よ
り
の
令
融

(
あ
る
い
は
問
屋
を
趨
f
a
金
融
)
が
も
っ
ト
む
も
可
能
性
白
あ
る
塗
で
あ
る
。
し
が
も
ま
た
と
回
途
は
す
で
忙
通
じ
て
い
る
。
第
一
に
問
屋
eJ

は
戦
後
の
イ
ン
フ

V
1
シ
ヲ
ン
期
に
地
金
ま
た
は
製
品
の
投
機
的
取
引
に
よ
り
相
嘗
白
資
本
を
蓄
積
じ
、
昔
日
の
力
を
盛
り
か
え
し
う

つ
あ
る
。
第
二
に
問
屋
が
好
況
中
に
生
産
者
に
劃
し
て
前
渡
金
を
興
え

τ製
品
引
取
を
確
保
せ
ん
と
し
て
い
た
が
川
そ
の
関
係
、
が
附
祐

を
一
愛
し
て
問
崖
よ
り
の
費
金
融
通
に
な
る
と
と
は
容
易
で
あ
る
。
そ
し
て
す
で
に
工
場
が
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
下
手

K
mて
い
る

例
を
見
る
の
で
あ
る
。
さ
色
に
第
三
に
、
工
場
が
何
人
粧
品
百
か
ら
舎
紅
組
織
に
鞠
換
す
奇
に
際
じ
、
あ
る
い
出
培
養
を
行
う
に
際
し
て
、

し
ば
し
ば
問
屋
よ
り
間
資
を
求
め
て
い
る
。
そ
の
持
株
が
資
本
金
の
な
か
に
占
め
る
比
率
は
現
在
決
し
て
高
く
は
な
い
が
、
そ
れ
が
や

が
て
増
大
し
な
い
と
い
う
喉
詮
は
な
い
。
中
小
工
場
と
問
屋
と
り
閥
係
ほ
か
く
し
て
弐
第
に
後
者
に
優
勢
に
展
開
し
ヨ
ワ
あ
る
。

神
掴
工
業
に
お
り
る
中
小
工
業

第
六
十
三
巷

第
一
、
二
按

， 

¥ 



伸
鋼
工
業
に
担
け
る
中
小
工
業

，
 

問
屋
支
配
が
復
活
せ
ん
と
す
る
傾
向
は
、
中
小
γ

ム
場
の
資
金
的
、
市
場
的
基
礎
が
な
沿
確
立
し
て
い
引
な
い
今
回
、
か
な
り
強
い
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
れ
に
謝
し
て
工
場
自
身
も
ま
た
べ
そ
れ
を
ゐ
そ
れ
ヲ
ヲ
も
、
淡
落
よ
り
は
優
れ
担
と
し
て
問
屋
依
存
を
え
ら

ぷ
意
向
を
も
ヲ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

、

第
六
十
三
番

四

第
一
、
ニ
按

四

註
|
囲
民
経
済
研
究
協
骨
調
の
調
エ
業
生
産
指
数
は
非
醐
金
属
精
輔
識
も
生
産
財
平
均
も
噛
前
の
宇
ば
に
濯
し
な
い
が
、
仲
銅
エ
業
町
生
産
高
は
一
一
十
一
一
一

年
後
中
に
職
前
ホ
準
に
ほ
と
ん
ど
回
復
し
た
。

v




